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静開地学第 64号(1991) 

八ワイ の 火 山

森 伸一*

今年 7月皆既日食と火山をみるためハワイ島にでかけた。 7日午後 7時ごろ

成田を出発した飛行機は 7時間 30分後の現地時間 7日朝 7時半ごろホノルル

に到着、入国手続き等がスムーズにいったため、予定の使より早い飛行機に乗

り換えハワイ島のビロ(図 1)に 10時前に着いた(飛行時間は l時間弱)。同

じツアーの参加者は 14名。ヒロ空港で 4台のレンタカーを借りてヒロに 2治 コ

し、キラウエア火山をはじめいくつかの火口、溶岩等を見学した(図 2、火山

の案内は同行の群馬大学、早川由紀夫氏にお願いした)0 9日からはコナに 4泊、

付近の溶岩や日食観測、海水浴、買い物等をしてすごした。 13日朝 7時 40分コ

ナ空港を出発、ホノルルで乗り換え、日本時間 14日午後 2時ごろ成田に到着し

た。この問、見聞したことを以下に紹介する O
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ることができた。 溶岩渇の表面では溶岩が花火のようにふき

して、すごいすごいの声を出しっぱなしであった。また毘道 130号を

かたまっている(パスの車体など埋まっているのがみら
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溶岩が流れ出した時のJ掃さを感じさせられた)もの

の内部は溶岩トンネルになっているらしし

溶岩が海水中に流れ落ちており、そこでは空高く水

蒸気が上がっていた。

ラウエアカルデラ

キラウエア火山を含む一帯はハワイ火山

となっており、車は 5ドル、自転車と

ルの入場料(7日間有効、アメリカの国立公園はグ

ランドキャニオン、イエ口一ストーンなどこのパ

ターンが多い)をゲートで支払う O ゲートから を通行止めにした1983---86年の

数分行った所にピジターセンターがある O ここでは

火山に関する文献、写真、地図などを販売しており

に流れ出ている所で水蒸気が上っている

(ヘリコブターから)

映蕗も上映している O ビジターセンターから にボルケーノハウスがあり、 らキ

ラウエアカルデ、ラの全景をみることができる O ここカがまキラウエア

大きさは 2お8mmの広角レンズで 2枚ぶぶ、んである O この景色はボルケーノハウスとは

るジャガー博物館(火山の活動を示す地震計などのデータが展示されている)からも

るO
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ケアナカコイ火口駐車場からキラウエアカルデラ内に歩いて行くと、 1974年の割れ自噴火の跡と溶岩

流を観察することができる(ペレの涙を採集)。またクレーターワム道路沿いに、この溶岩に覆われた

1790年のハレマウマウ火口大噴火時に堆積した火山砕屑物の地層(斜交層理、火出豆石など)をみる

ことができる O この

らしい。

長ilaueaIki火口
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の付近は乾燥地帯のため植生の回復が遅いのか、溶岩の地肌がよく見えた。また南の島というと、サ

ンゴ礁に囲まれたマリンブりレーの海を連想するが、ハワイ島はそうではなかった。それはサンゴ礁が

成長するだけの時間が経っていない、まだ若い島という証拠でもzあった。

マウナケア火山

ハワイ島の最高峰マウナケア火山は標高 4.205m である O ヒロのホテルからは朝晩、

ムが光る山頂から山すそにかけてのスロープを見ることができた。日本の山の形とは

火山の名前のごとく、あまりに緩やかな斜面に驚かされた。

のド

う、楯状

ツアーのメンバーの一部の人は 12日、車 2台でマウナケア火山の山頂までドライプした。山頂の

は地上の 3仔の 2、車は不完全燃焼でいつエンジンが止まるか心配されたほどであった。オニヅカ

氏の碑がある 2，000m付近で昼食をとりながら 1時間ほどすごした後、山頂をめざして登った

が高山病になり頭痛に悩まされ、歩くのもゆっくりといった状況だったらしい。空の条件がよいとは

いえ、ここで天体観測をしている人も仕事はきついのではと思った。

皆既日食

私たちがハワイ島に滞在した l週間は天候不般のためか、あまり暑くなく曇りの日が多かった。日

食前日の午前中に観測地の下見に行った時も雲が多し」しかし翌日、日食が見られそうな方向のみポッ

カリ青空がみられ期待をもたせてくれた。ホテルに戻って休憩後、夜 10時半ごろ再びワイコロアゴル

フ場に着きその時を待った。星夜写真を撮ろうとしたが、ナトリウム灯で明るいのと雨が降ってきて

ダメ O カエルが出てくるし悪い予感。雨がやんでもカラッと晴れない。所々で星が見える O そうこう

しているうちに夜があけ、状況が変わらないまま日食が始まった。ここには皆既日食ツアーでやって

きた日本人が千人ほどいる O 少し欠けた太陽が見えた。半分ほどチラ O しかし再び繋が! 天頂付近

は青空、雲が少し動けばと祈っているうちに皆既になった。ア一、ブーといったため息の中、上空は

くなりナトリウム灯がついた。コロナはみえない。あっというまに 5分たち明るくなりはじめ、 9

割欠けている太陽が雲の間から見えた

2 )。日食が終わらないうちに帰り支度をして

コナの方に戻っていくと青空が多い。道路沿

いで日食をみていた人に恐る恐る「こちらは

どうJときくと、薄繋があったがコロナが見

えたという返事。ホテルにいた人にきくと、

しっかり見えて感激したという O 皮肉な結果

となった。ところで日食の時の気温の変化を

しらべてみた。開始の 6時半ごろ 23.8
0

C、そ

の後最高で 24ι。C(6:53)に。砦既中の 7: 

30は21.40Co 7 : 37に最低の 21.3
0

Cと約

30C気温が下がった。快晴ならもっと差が

あったと思う O 次のタイかヨ}ロッパの日食

を期待しよう O

2 皆既日食の後の太陽
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